Googleならどうする？
Googleの発明は、過去に電気や自動車の発明が社会を変えたのと同じように、現代の社会を変えたと言う人もいます。Googleやその他の同様の「検索エンジン」の影響は非常に強力で、わずか数年のうちに、この技術によっていくつかの事業やビジネスモデルがほとんど時代遅れになりました。例えば：
1. オンライン検索エンジンによって、アメリカ中の新聞の求人・売買広告欄は廃れてしまいました。Craig's listのようなインターネットサイトに無料で掲載できるのに、なぜ車やベビーカーを売るために広告料を払うのでしょうか。
1. ウェブサイトで本を見て届けてもらえるのに、なぜ本を買うために書店へ行くのでしょうか。さらによいことに、お気に入りのベストセラーを半額で電子書籍で読んではどうでしょうか。こうしたデジタル書籍は、携帯電話やタブレットに保存して、どこでも、いつでも読むことができます。2010年は、実際の紙の本よりも多くの電子書籍が販売された年でした（歴史上初めて）。これが、大手書店が倒産寸前となり、多くの店舗を閉鎖している理由です。
1. 百貨店、法律サービス、コンピューター製造業者、大学――私たちの社会のあらゆる分野が、インターネット時代の影響を受けています。オクラホマ・クリスチャン大学では、新入生が授業を始めるときにノートパソコンとiPhoneが支給され、学生たちはこれらの道具を使ってノートを取り、教師と連絡を取り、調査を行い、課題の大部分を作成します。
これが新しい現実です。物事がこれほど急激かつ速やかに変化すると、古いシステムは崩壊し、新しいモデルが現れます。そして、Googleほど、起きている変化に適応し、それを活用し、さらには変化を主導してきた企業やサービスはありません。Googleのビジネスモデル（従業員や顧客との関わり方）は、コンピューター時代において存続し成功するために、他の企業や組織がどのように運営される必要があるか、その枠組みを定めています。近年、人気の高い本の一つが、ジェフ・ジャービス著『What Would Google Do?』（Harper Business、2011年）であったのも不思議ではありません。
著者がこの題名を、広く知られている「イエスならどうするか」という考えから取ったとき、クリスチャンを侮辱しようとしていたとは私は思いません。著者の主張は、クリスチャンが実りあるクリスチャン生活の指針としてイエスに目を向けるのと同じように、企業や組織も今や、インターネットと、それが社会にもたらした変化によって支配される新しい世界をうまく進んでいくために必要な導きを、Googleに求めるべきだということです。付け加えるなら、こうした変化は教会の運営方法にも影響を及ぼしています。
教会はキリストの霊的なからだですが、同時に、人間が住む世界で人間によって運営される組織でもあります。教会を設立し、組織する方法については新約聖書から指針を与えられていますが、教会の日々の働きの多くは、神がその指導者と会員の裁量と判断に賢明にも委ねておられます。私が「賢明にも」と言うのは、神が、教会がそれぞれ固有の技術と社会的慣習を持つ、異なる時代、文化、社会の中で機能しなければならないことをご存じだったからです。
過去125年ほどの間に、私たちの社会は、1900年代初頭の主として農業（農耕）社会から、1930年代の製造業社会へ、1960年代のサービス社会へ、1990年代の情報・コンピューター時代へと移行し、今千年紀には人工知能の時代へと向かっています。現在、仕事の40％以上が情報技術部門にあり、農業にあるのはわずか1％です。このような変化のすべてを通して、教会は適応しなければなりませんでした（教理や他者への愛を変えたのではなく）、物事を行う方法において適応したのです。例えば：
· 私がオクラホマシティで奉仕している会衆は、1930年代に行われた2週間の福音集会の結果として形成されました。今日の社会では、14日間の福音集会を開くことはできません。
· 1950年代から1960年代には、多くの教会が一つの全国的なラジオ番組を支援し、アメリカ全土の何千人もの人々に説教し、教えました。今日では、各会衆が礼拝をインターネット上でライブ配信し、世界中のどこからでも視聴できるようにすることができます。
ここで私が言いたいのは、この新しい情報・コンピューティング時代を切り抜け、活用することに最も成功した組織の一つがGoogleであるということです。Googleが実際に何をしているのかを検討し、私たちがこのテクノロジーとその応用をキリストへの奉仕において活用する助けとなる教訓があるかどうかを見てみることを提案します。私たちの基本的な指針は、常にイエスが何を言い、何をなさったかを探し求めることであるべきです。しかし、この新しく急速に変化する世界において、教会への奉仕においてGoogleが行っていることの一部を取り入れることを恐れるべきでもありません。
Googleが行う5つのこと
彼の著書の中で、Jarvisは、情報化時代にGoogleが見事に成功するために行ってきた多くのことについて述べています。私はその中から、教会でなされるべきことと特に関連のある五つを選びました。
1. 悪を行わない（基本的な労働倫理）
Googleの基本的な倫理は、顧客にとって良く、会社にとって良く、社会にとって良い製品やサービスを作ることです。同社は、これが成功のための最善の長期的戦略であると信じているため、社会において積極的な力となることを目指しています。Googleはこの考えを、神への信仰や道徳的配慮に基づけているわけではありません。単に、意図的に人を欺いたり、何らかの形で顧客に害を及ぼす可能性のある製品から利益を得ようとしたりするよりも、悪を行わないことのほうが成功を促すという考えを受け入れているのです。もちろん、教会においては、この原則は当然のことです。私たちは悪を避けようとするだけでなく、神への信仰に基づく目標として、義にかなった生き方を追い求めます。
しかし、Googleから学べることがあるとすれば、彼らが行っている善いことは、基本的なサービス（検索エンジン）が無料であるため、顧客が実際に実感しているということです。教会では内向きになりがちです。そして地域の人に「キリストの教会は、あなた個人のために何をしてくれましたか」と尋ねたなら、私たちが隣人に影響を与え、その結果、隣人が私たちの特定の会衆を認識するほどのことを、私たちが行ったこととして一つでも挙げられる人が多いかどうか、私は確信がありません。Googleは地域のために、善く有用なものを無料で提供してきました。教会も、このような奉仕で知られるようになることを学ぶべきです。
2. Googleは組織全体の成長を生み出すために個人の成長を促進する
Googleの企業構造は、個人が新しいアイデアや物事を行う新しい方法を創造的に考え出せるように設計されています。彼らは、起業家たちの協同組合のようなものです。新しいアイデアを試すための資金と資源を従業員に提供することによって、新しい製品や既存のサービスを提供するより良い方法を想像するよう従業員を励ましています。彼らは、従業員が最も重要な資源であることを知っているので、従業員の成長と訓練を育み、奨励しています。言い換えれば、経営陣は従業員が自分の仕事に取り組むよう励ますために存在しており、経営陣としての自分たちの地位を守るためだけに存在しているのではありません。
同様に、教会の成長は個々人の成長に基づいていることを覚えておく必要があります。教会を成長させるには、建物や設備にお金を使う必要があると考えがちです。しかし、これらは教会の成長の結果であって、その原因ではありません。個々の会員が聖書をより定期的に読み始めることを決心するたびに、教会は成長します。誰かが水曜日の礼拝に定期的に出席し始めることを決心するたびに、あるいはより大きな性的純潔に自らを献げるたびに、祈りにより多くの時間をささげるたびに、または聖書クラスに出席することを選ぶたびに、教会全体がそれに比例して成長します。Googleのように、各会員の個々の成長により多く焦点を合わせるなら、私たちは全体としての成長を経験できます。長老、執事、説教者によるこの奉仕の働きは遅く、目覚ましいものではありませんが、その結果は確実です。
3. Google は顧客の特定のニーズと関心を満たすよう設計されたさまざまなサービスを提供している
簡単に言えば、Googleは顧客が本当に、本当に望んでいるものを提供しています。Googleは耳を傾けることによってそれを実現しています。つまり、自社の製品やサービスについて顧客が寄せるフィードバックに、本当に耳を傾けているのです。顧客がGoogleと意思を伝え合うための方法を用意し、語られたことに注意を払い、それに応じて変更を加えています。多くの企業には、ごみ箱に取り付けられた「提案箱」があります。あるいは、ヘンリー・フォードのような態度を取ります。彼は、顧客が望むどんな色のModel T Fordでも提供できる、ただし黒である限り――なぜなら「黒」が私たちの持っている唯一の色だからだ、と言いました。
今日の情報化時代において、そのような態度は成功しません。なぜなら、インターネットによって、人々は商品に関して無制限の選択肢を持つようになり、自分の意見や好みを表明する声も与えられたからです（ブログ／Facebook／Twitter／など）。Googleはこのことを理解し、受け入れています。Googleの顧客は自分たちが何を望んでいるかをGoogleに伝え、Googleは無料でそれに応じます。このため、より多くの人々がGoogleのサービスを利用する一方で、他の企業はGoogleのウェブページに広告を掲載するために料金を支払います。これが、Googleが収益を得る方法です。Googleは、人々が本当に望んでいるものを与えることによって、何十億もの人々を自社のサイトに呼び寄せます。そして広告主は、毎日Googleの無料サービスを利用する何十億もの人々に自社の商品を表示するために、Googleに多額のお金を支払います。
教会では、昔のヘンリー・フォードのようになってしまうのは容易です。人々は、私たちが提供するものを受け入れる限り、多くのことを望み、また必要とすることができます。そして多くの場合、私たちが提供しているものは、あの古い黒いモデルTのように、退屈で霊的な命を欠いています。私は、あらゆる事柄において、私たちがどのように生き、どのように礼拝するかを含め、神の御言葉に注意深く従うという私たちの教理や決意を変えるべきだと言っているのではありません。例えば、最近の研究によれば、教会における女性の役割や楽器音楽について、より自由主義的な考えを受け入れるために回復の原則を放棄した教会は、その努力によって著しい成長を遂げてはいません。したがって、私は教会の成長を追求するために聖書に基づかない考えを導入することに反対します。それらが実際にはうまくいかないからではなく、聖書に基づかないものだからです。
しかし、Googleが私たちに教えているのは、会員と地域社会の必要にもっと注意深く耳を傾け、Googleのように、その必要を満たす奉仕を提供しなければならないということです。私たちはあまりにも多くの場合、人々が必要としている唯一のものは公の礼拝だと考え、そのため、週に三回の公の礼拝を組織し提供するために、多くのお金と時間、労力を費やしています。しかし、人々にはこれらに加えて他のものも必要であり、ここに私たちが注意を払っていない点があります。
· やもめには慰めが必要です。
· 若い家庭には訓練と励ましが必要です。
· 父親、指導者、そしてしもべとなる方法を学ぶ必要のある人が、さらにいます。
· 貧しい人々や病気の人々には奉仕が必要です。
· 地域社会には、教会堂の壁の外で届けられる福音と教えが必要です。
· 壊れた結婚生活、壊れた人生、そして壊れた家庭を悲しんでいる人々には、私たちの支えが必要です。
人々は公に神を礼拝する必要があり、私たちは聖書に基づいてそれを行う機会と環境を提供することにおいて、よく努めています。しかし、彼らが必要とし、また望んでいるのは、それだけではありません。この複雑で激動する時代に成功する会衆とは、その成員が何を必要としているかを知り、聖書の教えに従ってその必要を満たす方法を見いだす会衆です。
4. Googleでは、管理と信頼の間には反比例の関係があることを理解しています
これが何を意味するのか説明しましょう：
Googleは、40歳未満の人々が「トップダウン型」の管理システムを信用していないことを学びました。彼らは自分の意見を反映してもらうことに慣れており、自分がどこに位置づけられているのか、またなぜ自分がしていることを行うのかを知りたいと思っています。これは若い世代のほうが優れているという意味ではなく、彼らが異なっているという意味です。そしてGoogleは、この世代が自社の顧客の大部分を占めると同時に、社員の大部分も占めているため、このことを知っています。信頼と統制の反比例の関係は、次のように働きます：
· あなたが支配するほど、信頼されなくなります。
· 支配を分かち合うほど、より大きな信頼と尊敬を得ます。
40歳未満の人々は、人を支配しようとする欲求を、その人が他者を信頼していないしるしと解釈するため、彼らもまたその人に信頼を置こうとはしません。Googleでは、指導者たちは、会社の運営、新しいサービスの開発、さらには既存のシステムの評価や批判に関する多くの責任を、必ずしもトップ・マネジメントの一員ではない人々に委ねています。彼らの考えは、下位の立場にいる人々も、上位の立場にいる人々と同じように成功を望んでいるというものです。従業員だけでなく顧客も、会社としてのGoogleを改善し形づくる正当なパートナーとなることを認める彼らの姿勢は、郵便室の最も新しい従業員から最高レベルの経営陣に至るまで、強い忠誠心と信頼を勝ち取りました。
教会における大きな課題は、指導者の大半が、その年齢ゆえに（私たちが彼らを長老と呼ぶのには理由があります）、トップダウン型の管理と組織体制が当たり前だった世代の出身であることです。多くの教会では、指導者と会衆との間に隔たりがあると訴えています。なぜなら、長老たちが「取締役会」のように機能し、予算項目について、また説教者を雇用したり解雇したりする時に決定を下すためだけに集まっているからです。
Googleは、世代ごとにさまざまな組織運営や管理のスタイルが現れては廃れていくことを、私たちに思い起こさせます。ここで私が言いたいのは、Googleの管理スタイルをまねるということではなく、聖書をより注意深く見て、私たちのリーダーシップのスタイルがどうあるべきかについて聖書が述べていることに従うということです。聖書によれば、私たちの指導者は羊飼いであって、CEOや応援団長、あるいは活動の調整役ではありません。教会の指導者として、
· 羊飼いは羊を導きます。
· 羊飼いは羊とともにいます。
· 羊飼いは、失われた羊や迷い出た羊を捜し求めます。
· 羊飼いは羊に食物を与え、守ります。
· 羊飼いは羊のために自分自身を犠牲にします。
長老たちが「羊飼い」として教会に仕えるとき、年齢や属する世代にかかわらず、会衆のすべての信徒から信頼を得ることができると私は信じています。
5. Googleは自社の事業の本質が何であるかを知っている
Googleは検索エンジンです。インターネット上のあらゆる主題に関する情報を人々が見つけ、整理できるようにし、このサービスを無料で提供しています。それは情報とコミュニケーションに関するものであり、どのような成長や買収を行う場合でも、常にこれらの中核的要素に関連して行っています。Googleは、プロスポーツのフランチャイズを購入して運営したり、自社の航空会社を買収したりする方向へ事業を広げてはいません。顧客について収集した情報のマーケティングへの進出の一部が、Googleにいくつかの問題を引き起こしたとはいえ、この経験は、単に私の主張を裏付けています。
自分の本業が何であるかを知り、それに専念するという考えは、思われるほど容易ではありません。このことを忘れたために倒産した企業は数多くあります。そのよい例が、カナダの実業家エドガー・ブロンフマンです。彼はシーグラムの蒸留所の巨額の財産を相続した若い後継者でした。彼は蒸留業ではなくショービジネスに携わりたいと考え、その財産でメディア企業と映画スタジオを買収しましたが、その結果、数十億ドルを失い、家族の創業から100年になる会社をほぼ破壊してしまいました。彼は自分の中核事業が何であるか（ウイスキーの販売）を忘れ、高くつく教訓を学びました。
Googleは中核事業（検索エンジン）の改善に努め、その利用を拡大したり収益性を高めたりする新しい方法を見いだそうとしています。しかし、どれほど大きくなり、どれほど成功しても、Googleは自分が何者であり、何をしているのかを常に覚えています。残念ながら、教会が本来何を目的とすべきかを忘れてしまった例は、数多くあります。
· 他のすべての働きを排除して一つの働きに集中し、結果として教会が併設された学校、ホームレスのためのシェルター、またはフードバンクが主なものとなっている教会。
· 同性愛者、妊娠中絶、または軍事行動に関する政府の政策を変えることが自分たちの役割だと考える教会。
教会が社会に良い影響を与えるべきではないと言っているのではありません。結局のところ、イエスは、私たちが世に影響を与える塩と光であるべきだと言われています。しかし、今日の世界で生き残り、成功するためには、社会における私たちの本質的な役割について聖書が述べていることを覚えておく必要があります。新約聖書を読んでいて、私は教会の主な目的が次のことであるとは思いません。
· 貧しい人々の世話をするため。
· 説教者を訓練するため。
· アメリカ合衆国をキリスト教国家にするため。
· 教会を一つにするため。
· より大きな会衆へと成長するため。
これらはすべて良いことであり、必要なことであり、私たちの働きの結果として起こることですが、私たちの本質的で中心的な仕事／役割／機能ではありません。私たちの役割は、人々を世から呼び出し、神の王国へと導くことです。
なぜペテロはこう言ったと思いますか。
このあとも、ペテロの説教はえんえんと続きました。イエスのことや、悪に満ちたこの時代から救われなければならないことを、ことばを尽くして訴えたのです。
- 使徒の働き 2:40b
そして、再び彼は言った。
さらに神は、それによって、すばらしい約束を与えてくださいます。この約束のゆえに、私たちは欲望のもたらす滅びから守られ、キリストのご性質を備えた者となれるのです。
- ペテロの手紙Ⅱ 1:4
そして、パウロはこう言っています。
神は私たちを、サタンの支配する暗黒から救い出して、愛するひとり子キリストのご支配のもとに移してくださいました。
- コロサイ人への手紙 1:13
私たちの務めは、環境を救うことでも、貧しい人々のために社会正義を実現することでも、アメリカのキリスト教的遺産を回復することでもありません。私たちの本質的な役割は、人々を世から呼び出し、世から逃れ、世を拒み、神の王国、すなわち教会の一員となるようにすることです。私たちはこの使命を、三つの明確な方法で遂行します。
1. すべての造られたものに福音を宣べ伝えることによって – マタイの福音書 28:18-20
これは、イエス・キリストの弟子となることによって、世を去る方法を人々に教えています。
2. 聖なる生活によって世に証しすること – ローマ人への手紙 12:1-2
ここに、すべての善い行いと清い生活が関わってきます。私は貧しい人々を助け、地球を大切にし、虐げられている人々のために正義を求め、孤児たちを世話します。そして、世界を救ったり変えたりするためではなく、これらのことを行います。私がこれを行うのは、私のメッセージが真実であることを証明するためです。私の聖なる生活は、私が宣べ伝える福音の証しです。それは世界に益をもたらすかもしれませんが、これが聖なる生活の目的ではありません。聖なる生活は、他の人々をキリストと福音の真理へと導きます。私は、あなたが私のメッセージに注意を向けるように、世のものを自分から退けます。そのメッセージとは、「世を離れて救われなさい。神の国に入りなさい」というものです。
3. 来たるべき裁きについて警告する ― テサロニケ人への手紙第二 1:6-8
これは、私たちの証しのもう一つの側面にすぎません。私たちは聖なる生活によって証しします。私たちは来るべき裁きを警告します。教会が正しいことのために立ち上がり、不道徳を非難し、権力者に真理を語るとき、それは単に来るべき裁きを警告しているのです。
残念ながら、多くの牧師たちはその戦いの中で道を見失い、説教と教えの目標を別のものにしてしまいます。
· 奴隷を解放する。
· 民主的な政府を選出する。
· 真のクリスチャンの大統領を選ぶ。
これらのことは良いものですが、それらは私たちの説教と証しの目的ではなく、その恩恵です。例えば、すべての人が依然としてキリストなしに暗闇の中にいるなら、イラクに民主主義があって何の益があるでしょうか。私たちはしばらくの間、平和と石油を得るかもしれませんが、教会の目的は達成されません。
Googleが成功しているのは、その中核となる使命を決して忘れないからであり、私たちもそうすべきです。
教会は、イエスが私たちに与えられた務めが、人々を世から呼び出して御国へ導くことであり、世を救い、改善し、または変えることではないということを覚えておく必要があります。この現在の世は、はるか昔に滅びるよう定められており（ペテロの手紙第二 3:10）、私たちが何をしてもそれを変えることはできません。唯一の救いは、逃れることです！
要約
最後に覚えておくべきことが一つあります。Googleは人間が作ったものであり、人間が作ったすべてのものと同じように、日の目を見る時が来た後、消えていきます。
私たちが属しているものは神によって造られ、神の御言葉によって決して失敗しないことが保証されています（マタイの福音書 16:18）。
この事実から励ましを受けましょう。しかし、ソロモンがかつて言ったように、私たちの周りにあるものからも学びましょう。「蟻から教訓を得なさい......その生き方から学んで賢くなりなさい」(箴言 6:6)。
アリから学ぶことができるなら、この新しい情報化時代に教会としてより良く、より賢く機能する方法について、Googleからもいくつかの教訓を学ぶことができます。
